
『総合実習』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

総合実習 畜産科 １年 必修 ４単位

１．科目目標と使用教材
畜産科で学習する専門科目の基礎的・基本的な知識や技術を、実践学習を通して体験

的に学ぶことで身につけて行きましょう。また、勤労学習を通してたくましい精神力と科目目標

体力を身につけ、将来のたくましい畜産人としての能力と態度を育成しましょう。

教科書：畜産（実教出版）
使用教材

資料集：各種専門雑誌 農業新聞 関係機関発行誌

２．学習計画
学期 学 習 項 目 学 習 目 標

部門別実験実習

・実習部門（６部門） 酪農・肉牛・養豚・養鶏・畜産加工・飼料作物

酪 農 ・・・乳牛の飼育管理 の６部門において、家畜の飼育管理と畜産物の

肉用牛 ・・・肉牛の飼育管理 加工および飼料作物の生産に関する基礎的・基１

、 。養 豚 ・・・豚の飼育管理 本的な内容を 実践学習を通して身につけよう

養 鶏 ・・・鶏の飼育管理 酪農学

畜産加工・・・畜産物(牛乳)の加工 乳牛の飼育管理および搾乳における一般

飼料作物・・・飼料作物の栽培 管理技術を身につけよう。期

肉牛

肉牛（繁殖和牛）の飼育管理における一般

管理技術を身につけよう。

養豚２

豚（繁殖豚・肥育豚）の飼育管理技術にお

ける一般管理技術を身につけよう。学

養鶏

鶏（採卵鶏）の飼育管理技術における一般期

管理技術を身につけよう。

畜産加工

牛乳加工における知識・技術を身につけよ

う。

飼料作物３

飼料作物の栽培・収穫・貯蔵に関する知識

技術を身につけよう。学

期



３．学習方法
畜産科の基本となる６部門（酪農・肉牛・養豚・養鶏・畜産加工・飼料作物）の実技実習を体験し

家畜の飼養管理の基礎・基本の知識、技術を身に付けていきます。

部門における説明事項につては実習手帳に記録していきましょう。

４．評価の観点
・家畜の飼育管理について興味・関心を持ち、学習に意欲的に取り組む姿勢が関心・意欲・態度

見られるか。

・畜産物の利用や飼料生産について興味関心を持ち、学習に意欲的に取り組む

姿勢が見られるか。

・家畜の特性や生理生態について考え、適切な飼育管理方法を判断できるか。思 考 ・ 判 断

・日常の飼育活動における家畜やその周辺環境の変化を常に意識した活動がで

きるか。

， 、 。技 能 ・ 表 現 ・家畜の基礎的 基本的な飼育技術を習得し その技術を適切に実践できるか

・家畜の飼育管理に関する課題を自ら選定し、その解決に努めているか。

・家畜の飼育管理に関する基礎的，基本的な知識や技術を理解しているか。知 識 ・ 理 解

・畜産物の利用や飼料作物の栽培に関する知識や技術を理解しているか。

５．成績評価
１･２学期 中 間

定期考査 平 常 点

（素 点）

％ ％ ％ ％ ％

※中間考査は行いません。

期 末

定期考査 平 常 点

実習日誌 技術・関心 農業鑑定 農業クラブ（素 点）

２０％ ２０％ ３０％ ２０％ １０％

３ 学 期 学年末

定期考査 平 常 点

実習日誌 技術・関心 一人一研究 農業クラブ（素 点）

２０％ ２０％ ３０％ ２０％ １０％

※１・２学期の期末テストを総合して評価

６．生徒の皆さんへ
畜産科で取り扱う６つの部門（酪農、肉牛、養豚、養鶏、畜産加工、飼料作物）を、班ごとに毎週

ロ－テ－ションで交代しながら学習を行います。牧場における実践学習を通して学習を深めていき

ます。


